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電源用ブレーカ付放電検出ユニット
の個別受注対応2

お知らせ

製作例

戸建住宅向け放電検出増設ユニットの個別受注対応品を追加しますのでお知らせします。

個別受注品標準品

電源用
+

感震ブレーカー付
電源用ブレーカ付FPCD-TEM1A

内部構造

FPCD-2FPCD-TEM1AFPCD-2-組替元機種

〇〇〇-
電源用
ブレーカ搭載

機器
〇---

感震
ブレーカー

280×325×124172×325×124280×325×124172×325×124
寸法

（W×H×D）

ドアなし対応
不可

別途電源用
ブレーカ必要

備考
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・電源用ブレーカ付（FPCD-１タイプ）
・電源用+感震ブレーカー付（FPCD-２タイプ）

対応内容
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２０２２年５月上旬

電源用ブレーカ
（NX53 3P 15A※2）

放電検出ユニット（スパーテクト）
TEM-1A

電源線※1

遮断出力線※1

電源用ブレーカ付
放電検出増設ユニット

（既設ホーム分電盤）

〇電源用ブレーカ付

商用電源

商用電源

既設ホーム分電盤
の主幹ブレーカへ

〇電源用+感震ブレーカー付

電源用+感震ブレーカー付
放電検出増設ユニット

（既設ホーム分電盤）

電源用ブレーカ
（NX53 3P 15A※2）

放電検出ユニット（スパーテクト）
TEM-1A

電源線※1遮断出力線※1

感震機能付ブレーカ
（NE-CX-MGU 3P 30～100A）

※1電源線および遮断出力線は別途ご準備ください。
※2放電検出ユニットに電線サイズの制限があるためブレーカ容量の変更はできません。

感震機能付
ブレーカから

設置例

実施時期

・戸建住宅向けです。アパート、マンションへ設置した場合、隣家のノイズを検出する
可能性があります。

・単相2線式、三相3線式では使用できません。
・電気器具と可燃物の接触などによる火災は検出できません。
・ねじの締め付け不具合による施工不良や電気の使い過ぎによる発熱は検出できません。
・使用環境（負荷・回路数など）によって、検出距離が異なります。
・火花放電により発生するノイズを検出する製品のため、類似の高周波ノイズが発生する
環境では誤検出するおそれがあります。

・主幹ブレーカがサーキットブレーカの場合は、ブレーカ遮断機能は使用できません。

ご注意

● 本書からの無断転載は固くお断りいたします。
● 仕様などお断りなしに変更することがありますのでご了承ください。
● 本製品の故障や瑕疵により、弊社の予見の有無を問わず生じた二次損害
につきましては、弊社は一切の責任を負いかねます。

〒480-1189 愛知県長久手市蟹原2201番地
お客様相談室／TEL（0561）64-0152

2022年4月発行初版

改1


